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課題研究 超指向性スピーカーの検証と考察 

課題研究物理分野担当： 佐伯 宏俊  

1.1. 研究開発の課題 

 

 

1.2. 研究開発の経緯（本年度の実践にいたる過程） 

 

 

1.3. 研究開発の内容（本年度の研究開発実践） 

1.3.1. 年度当初の仮説・年度末評価結果・改善した次年度のねらい 

   少a 少b 少c 度a 度b 性a 性b 態a 態b 挑a 挑b 提a 提b 時a 時b 果a 果b 

任 価                  

                  

任 価                  

 

1.3.2. 本年度の研究内容と研究方法 

(1)  

性 基少 任 価  

(2)  

 度性 態 度態 度  

 度  

 挑  

(3) 仮 修 

�  

�  

�  

(4)  

度性 態 提    

 

時    

 

果 少少    

少度 少    

度性 少 度    

 

1.3.3. 「当初の仮説」の検証方法 
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1.4. 実施の結果・効果とその評価 

仮対修 対b  

 

仮度修 仮 修 対c  

 

仮思修 仮度a修  

少完

 

仮慮修 仮度b修  

 

仮挑修 仮 修仮思a修  

 

仮提修 仮思b修  

 

仮時修 仮 修 仮慮a修 

態b            

 

 

仮果修 仮挑a修 

任挑b価      

 

仮9修 仮提a修 仮提b修 

 

 

仮対学修 時a  

 

仮対対修 果a 果b  

  

 

 

1.5. 研究開発実施上の課題と今後の方向・成果の普及 

少

 

1.5.1. 今後の課題と次年度改善のポイント 

(1)  

性 基少 基 任 価  

(2)  

 

 


